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Various phenylglycinol analog monomers were synthesized and reacted with acrolein to 

obtain polymers with 8-membered rings in one step without a catalyst. Based on the results, 

we attempted to perform the reaction in vivo toward endogenous acrolein generated by cancer 

cells. The details will be reported in the symposium. 
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当研究室ではこれまでに、フェニルグリシノールがアクロレインと反応し、無触媒

で中間体の共役イミンの形式的な[4+4]付加環化反応を経て 8 員環アルカロイド類を

速やかに与えることを見出した 1,2。 

そこで、様々なフェニルグリシノール類縁体モノマーを合成し、アクロレインと反

応させることで、触媒を加えず一挙に 8員環ポリマーを合成することを検討した。さ

らにフラスコ内での反応をもとに、アクロレインが高発現しているがん細胞内で 8員

環ポリマー合成を試みたので、これらの成果について報告する。 
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